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１
．
は
じ
め
に

平
成
22
年
11
月
22
日
か
ら
2
年
間
、
国
際
協
力
機
構

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
マ
ナ
ツ
ト
県
灌
漑
稲
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ェ
ー
ズ
２
（
以
下
「
フ
ェ
ー
ズ
２
」
と
い
う
。）

に
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
灌
漑
水
管
理
の
専
門
家
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
。

一
番
新
し
い
独
立
国
と
言
わ
れ
て
い
る
東
テ
ィ
モ
ー

ル
で
農
業
土
木
技
術
者
か
ら
見
た
国
づ
く
り
、
土
地
改

良
事
業
の
意
義
な
ど
を
紹
介
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
中
で
技
術
者
と
し
て
、
構
造

物
の
適
正
な
整
備
水
準
や
構
造
、
水
利
構
造
物
の
維
持

管
理
方
法
、
水
利
組
織
の
育
成
方
法
な
ど
、
国
内
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
を
素
朴
な
疑
問
を
持
っ
て
相
手
国
の

関
係
者
と
取
り
組
ん
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
技
術
的
な
試
行
錯

誤
の
経
験
を
取
り
上
げ
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
稿
の
他
に
以
下
の
報
文
で
活
動
を
紹
介
し
て
い

る
の
で
参
考
と
さ
れ
た
い
。
協
力
の
全
体
像
に
つ
い
て

「
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
で
悩
ん
で
き
ま
し
た　

水
を
取
る

の
に
七
転
八
倒
、
組
織
づ
く
り
は
て
ん
や
わ
ん
や
（
農

村
振
興　

７
６
５
号
）」。
独
立
後
10
年
の
東
テ
ィ
モ
ー

ル
で
人
々
の
価
値
観
、
倫
理
観
、
行
動
規
範
が
混
乱
し

て
い
る
な
か
で
の
水
利
組
合
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
は

「
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
水
利
組
合
の
試
行
錯
誤
︱
東
テ
ィ

モ
ー
ル
近
代
化
と
伝
統
的
慣
習
の
間
で
︱
（
国
際
農
林

業
協
力V

ol.35 2012 N
o.3

）」。

２
．
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
概
要

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
２
０
０
２
年
5
月
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
独
立
し
た
国
で
あ
る
。
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
東

側
半
分
と
周
辺
の
島
か
ら
な
る
小
さ
な
国
（
国
土
面
積

約
1
万
４
９
０
０
㎢
、
日
本
の
面
積
の
約
25
分
の
１
）

で
あ
り
、
人
口
は
約
１
０
７
万
人
で
あ
る
。
第
２
次
世

界
大
戦
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
１
９
４
９
年
に
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
独
立
す
る
が
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
植
民
地
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
７
５
年

に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
独
立
宣
言
を
行
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
か

ら
独
立
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
侵

攻
し
、
１
９
７
６
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
た
。

そ
の
後
17
年
に
及
ぶ
独
立
闘
争
の
末
に
独
立
を
果
た
し

て
い
る
。

３
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
及
び
周
辺

の
６
つ
の
伝
統
的
灌
漑
地
地
区
を
対
象
と
し
た
灌
漑
稲

作
開
発
案
件
で
あ
る
。

ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
も
近
代
的

灌
漑
地
区
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
数
少
な
い
灌
漑
地

図―１　マナツト県灌漑稲作プロジェクト位置図

マナツト

海
外
レ
ポ
ー
ト

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
に
お
け
る
灌
漑
改
善
の
一
つ
の
試
み

東
海
農
政
局　
　

古
殿　

晴
悟



53 土地改良　282号

区
で
あ
る
。
建
設
さ
れ
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
で
あ

り
、
災
害
で
幾
度
も
壊
れ
な
が
ら
も
植
民
地
時
代
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
占
領
下
時
代
に
復
旧
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
最
近
で
は
、
２
０
０
３
年
に
復
興
支
援
と
し
て
Ｕ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
を
通
し
て
日
本
の
資
金
で
緊
急
無
償
案
件
と
し

て
基
幹
施
設
の
復
興
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
事
業
の
フ
ォ

ロ
ー
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“
マ

ナ
ツ
ト
県
灌
漑
稲
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”（
２
０
０
５
年

～
２
０
１
０
年
、
以
下
「
フ
ェ
ー
ズ
１
」
と
い
う
。）

お
よ
び
フ
ェ
ー
ズ
２
（
２
０
１
０
年
～
２
０
１
４
年
）

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
フ
ェ
ー
ズ
２
の
丁
度
中

間
時
点
と
な
る
。
フ
ェ
ー
ズ
１
は
、
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区

を
対
象
と
し
て
水
利
組
合
の
支
援
を
行
い
つ
つ
低
投
入

型
の
灌
漑
稲
作
農
業
モ
デ
ル
（
改
良
稲
作
シ
ス
テ
ム
）

の
構
築
を
行
っ
た
。
フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
、
周
辺
地
区
に

フ
ェ
ー
ズ
１
の
成
果
を
広
め
る
と
と
も
に
灌
漑
稲
作
技

術
に
か
か
わ
る
改
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

４
．
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
の
土
砂
堆
積
問
題

（
１
）
土
砂
の
堆
積
状
況

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
取
水
河
川
か
ら
の
土
砂
の
流
入

が
灌
漑
の
共
通
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
灌
漑
地
区
お
よ
び
水
利
組
合
の
存
続
上
の
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
に
よ
っ
て
は
通
水
不
可
能

と
な
り
耕
作
不
能
と
な
る
事
例
も
あ
り
、
政
府
は
1
台

の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
全
国
に
巡
回
さ
せ
浚
渫
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
も
堆
積
が
ひ
ど
く
、
取
水

口
、沈
砂
池
及
び
幹
線
水
路
で
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
。

堆
積
の
状
況
を
把
握
す
べ
く
、
①
ラ
ク
ロ
取
水
口
近

傍
河
川
、
②
取
水
口
内
部
、
③
幹
線
水
路
上
流
部
、
④

下
流
土
砂
吐
近
傍
の
４
カ
所
の
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
河
川
と
取
水
口
の
粒
度
分
布
は
ほ
ぼ
同
じ
、

幹
線
水
路
上
流
部
は
粒
径
が
大
き
い
も
の
が
残
り
、
下

流
で
は
粒
径
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ま
た
、
堆
積
厚
は
上
流
ほ
ど
厚
く
、
下
流
ほ
ど
薄

く
な
っ
て
い
た
。

取
水
時
流
速
は
１
～
２
ｍ
／
s  程
度
で
あ
り
、
粗
粒

分
は
川
底
、
水
路
底
を
転
が
っ
て
、
細
粒
分
は
濁
水
と

し
て
流
入
し
流
速
が
落
ち
る
地
点
で
堆
積
す
る
。
そ
の

結
果
、
沈
砂
池
や
幹
線
水
路
の
上
流
部
に
粒
径
の
大
き

い
も
の
が
堆
積
し
、
細
粒
分
の
み
が
流
下
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
重
機
等
浚
渫
作
業
が

必
要
と
な
る
粗
粒
分
の
対
策
を
重
点
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。

（
２
）
水
利
施
設
の
構
造
上
の
問
題

ラ
ク
ロ
取
水
口
の
構
造
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
典

型
的
な
も
の
で
あ
る
。
ラ
ク
ロ
取
水
口
は
河
川
を
横
断

す
る
堰
が
無
く
、
土
砂
吐
き
ゲ
ー
ト
の
み
を
設
置
し
て

い
る
（
図
︱
３
取
水
口
平
面
図
）。
そ
の
形
状
は
上
流°

45
に
向
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
取
水

時
の
流
速
が
速
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
構
造
と
な
っ
て

お
り
、
土
砂
が
流
入
し
や
す
い
。
灌
漑
期
に
取
水
流
速

を
測
定
し
た
と
こ
ろ
１
～
２
ｍ
／
s  で
あ
っ
た
。
現
地

の
河
川
は
濁
り
の
無
い
乾
期
で
あ
っ
て
も
土
砂
、
石
の

流
下
が
目
視
で
き
る
ほ
ど
で
あ
り
、
当
然
、
土
砂
が
流

入
す
る
。

取
水
口
敷
高
が
前
面
の
護
床
工
と
15
㎝
～
30
㎝
程
度

の
高
低
差
し
か
な
い
た
め

容
易
に
土
砂
が
堆
積
し
高

さ
が
逆
転
す
る
。
雨
期
に

は
土
砂
が
堆
積
し
て
護
床

工
の
方
が
取
水
口
よ
り
も

高
く
な
る
た
め
、
容
易
に

土
砂
の
流
入
が
生
じ
る

（
写
真
１
）。

（
３
） 

維
持
管
理
上
の
課
題

沈
砂
池
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
沈
砂
池
に
は
土
砂

吐
が
無
い
。
２
０
０
３
年
の
復
旧
事
業
の
時
に
用
地
交

渉
が
ま
と
ま
ら
ず
設
置
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

代
替
措
置
と
し
て
、
復
興
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

重
機
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
）を
水
利
組
合
に
供
与
し
、浚
渫
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、
水
利
組
合
が
常
に
重
機
に
よ
る
浚
渫
作

業
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
維
持
管
理
上
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
吐
き
ゲ
ー
ト
に
よ
る

排
砂
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
取
水
口
前
面

図―２　プロジェクト位置図

ラクロ取水口

ラクロ灌漑地区

サウ地区（伝統的）
マララフン地区

ディリマネ地区

スマセ地区

レインボール地区

ラクロ川

スマセ川

写真―１　�取水口の前に堆
積する土砂
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の
土
砂
の
堆
積
が
進
み
、
取
水
口
へ
の
土
砂
流
入
を
助

長
し
た
。

（
４
）
土
砂
流
入
対
策
と
試
験
施
工
に
よ
る
課
題

粗
粒
分
（
石
礫
）
の
流
入
防
止
の
試
験
施
工
と
し
て

布
団
篭
を
設
置
し
護
床
と
取
水
口
敷
高
と
の
高
低
差
を

確
保
し
た
（
写
真
︱
２
、
図
︱
３
、
４
）。
ま
た
、
雨

期
灌
漑
期
間
中
に
積
極
的
に
土
砂
吐
ゲ
ー
ト
を
開
放

し
、
取
水
口
前
面
の
土
砂
の
排
除
を
行
っ
た
。

試
験
施
工
と
ゲ
ー
ト
操
作
の
適
正
化
に
よ
っ
て
、
前

年
は
週
に
１
度
浚
渫
を
必
要
と
し
て
も
の
が
月
に
１
度

程
度
、
雨
期
（
１
～
４
月
）
を
通
じ
て
４
回
の
浚
渫
に

留
ま
っ
た
。
ま
た
、流
入
土
砂
の
粒
径
が
小
さ
く
な
り
、

石
礫
が
流
入
し
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
堆
積
物
が
軟
ら

か
く
な
り
、
掘
削
が
容
易
に
な
っ
た
。

試
験
施
工
に
よ
り
布
団
篭
の
効
果
が
確
認
さ
れ
た

が
、
河
川
水
位
の
低
下
に
応
じ
て
ふ
と
ん
篭
の
高
さ
を

下
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
水
量
が
確
保
さ
れ
て
い
た
に
も

係
ら
ず
農
民
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
乾
期
が
始
ま
る
４

月
に
撤
去
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
２
週
間
後
に
は
土
砂

の
堆
積
に
よ
り
通
水
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、

雨
期
は
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
高
さ
が

調
節
可
能
な
角
落
と
し
を
設
置
し
次
に
雨
期
に
備
え
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

堆
積
物
対
策
は
中
途
で
は
あ
る
が
、
方
向
性
は
定

ま
っ
て
い
る
。
今
後
２
年
間
の
協
力
期
間
の
中
で
角
落

と
し
ゲ
ー
ト
の
設
置
と
ゲ
ー
ト
操
作
に
よ
っ
て
堆
積
量

を
４
分
の
１
以
下
に
し
、
そ
れ
で
も
流
入
す
る
土
砂
は

下
流
の
土
砂
吐
き
ゲ
ー
ト
と
農
民
の
共
同
作
業
に
よ
り

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
持
続
性
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

５
．
伝
統
的
灌
漑
地
区
の
灌
漑
改
善
の
試
み

（
１
）
伝
統
的
灌
漑
地
区
の
現
状
と
課
題

取
水
河
川
が
網
状
河
川
で
あ
り
、
激
し
い
河
床
変
動

（
毎
年
河
床
が
上
下
す
る
）、
不
安
定
な
河
道
（
流
れ
が

毎
年
変
わ
る
）
と
い
う
状
況
の
中
で
農
地
、
取
水
口
等

が
浸
食
さ
れ
て
川
幅
が
年
々
拡
大
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

伝
統
的
灌
漑
地
区
で
は
河
川
の
状
況
に
応
じ
て
伝
統
的

な
導
水
堤
（
杭
、
バ
ナ
ナ
の
葉
、
盛
土
に
よ
る
伝
統
的

施
設
）
を
設
置
し
取
水
し
て
い
る
。
代
表
的
な
導
水
堤

は
、
以
下
の
２
タ
イ
プ
で
あ
る
。

・
導
水
を
目
的
と
す
る
導
水
堤
（
写
真
︱
４
）

　

河
川
敷
が
広
く
、
流
れ
が
一
定
し
な
い
の
で
、

杭
、
バ
ナ
ナ
の
葉
や
簡
単
な
土
盛
り
な
ど
で
導
水

堤
を
設
置
し
て
い
る
。

・
水
位
確
保
を
目
的
と
す
る
導
水
堤
（
写
真
︱
５
）

　

水
位
が
20
～
50
㎝
程
度
上
昇
す
る
よ
う
に
導
水

堤
を
上
流
に
伸
ば
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
導
水
堤
は
、
現
地
の
材
料
を
活
用
し
、

河
川
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
優
れ
た

手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
河
川
の
流
れ
が

集
中
し
た
場
合
や
増
水
時
に
は
流
さ
れ
、
再
設
置
が
で

き
な
い
。
通
常
で
あ
っ
て
も
２
週
間
に
一
度
は
作
り
直

す
必
要
が
あ
る
な
ど
耐
久
性
に
問
題
が
あ
る
。

導
水
堤
が
流
さ
れ
、
再
設
置
が
で
き
な
い
場
合
は
、

写真―２　布団篭設置状況

写真―３　角落し設置状況

図―４　土砂吐・取水口構造図 図―３　取水口平面図
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川
に
水
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
地
区
は
そ
の
作

期
の
営
農
を
中
途
で
取
り
や
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
伝
統
的
灌
漑
地
区
で
も
ラ
ク
ロ
灌
漑
地
区
と

同
様
に
土
砂
の
流
入
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
区
の
一
つ
で
は
幹
線

水
路
が
閉
塞
し
た
の
で
共
同
作
業
で
浚
渫
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
２
週
間
後
に
は
土
砂
の
堆
積
で
再
び
幹
線
水

路
が
閉
塞
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
続
く

と
農
民
は
力
尽
き
て
耕
作
放
棄
に
つ
な
が
る
。
土
砂
の

流
入
が
激
し
い
原
因
の
一
つ
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は

シ
ル
ト
分
が
多
分
に
含
む
土
質
が
広
く
分
布
し
て
お

り
、
降
雨
に
よ
っ
て
河
川
に
多
量
の
シ
ル
ト
を
含
ん
だ

濁
水
が
流
入
す
る
こ
と
に
あ
る
。
雨
期
の
河
川
は
シ
ル

ト
分
を
含
ん
だ
濁
水
で
あ
り
、
取
水
に
伴
い
流
入
し
灌

漑
施
設
内
に
沈
殿
（
堆
積
）
す
る
。
ま
た
、
流
速
を
落

と
さ
な
い
で
取
水
す
る
慣
行
が
土
砂
の
流
入
を
助
長
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
以
下
の
２
項
目
を
目
的

と
し
た
試
験
施
工
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

・
耐
久
性
の
向
上

・ 

取
水
方
法
の
改
善
を
目
的
と
す
る
取
水
口
及
び
制

水
工
の
構
造

（
２
）
耐
久
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
試
験
施
工

変
化
の
激
し
い
河
川
に
設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
永
久

構
造
物
の
耐
久
性
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
安
価
で
適

切
な
耐
久
性
を
目
標
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に

は
雨
期
期
間
中
は
施
工
が
困
難
と
な
る
た
め
、
降
雨
の

最
盛
期
３
カ
月
間
は
再
設
置
が
不
要
と
な
る
耐
久
性
を

有
し
簡
易
で
安
価
な
方
法
を
目
安
と
し
た
。

⑴
大
型
土
嚢
の
試
験
施
工
（
写
真
︱
６
）

伝
統
的
導
水
堤
の
代
替
と
し
て
河
川
の
流
れ
が
速
く

て
も
設
置
可
能
と
思
わ
れ
た
大
型
土
嚢
を
設
置
し
た
。

し
か
し
、
中
古
の
大
型
土
嚢
を
使
っ
た
た
め
、
完
全

に
土
嚢
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
越
流
す
る
と
隙
間

か
ら
中
の
土
砂
が
流
亡
し
た
。
ま
た
、
流
速
が
２
ｍ
／

s  程
度
あ
る
と
大
型
土
嚢
は
立
方
体
で
あ
る
こ
と
か
ら

転
が
り
流
亡
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
活
用
の
可
能
性

が
あ
る
も
の
の
大
型
土
嚢
単
独
で
の
使
用
は
難
し
い
と

結
論
づ
け
ら
れ
た
。

⑵
布
団
篭
と
土
嚢
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
試
験
施
工

現
地
で
一
般
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
布
団
篭
で

あ
る
。
し
か
し
、
布
団
篭
は
石
礫
を
入
れ
て
堅
固
な
も

の
に
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
石
礫
を
購
入
、
運
搬
を

す
る
と
施
工
時
間
、
費
用
が
増
嵩
す
る
こ
と
か
ら
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
の
持
続
性
に
疑
問
で
あ
り
、
採
用
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
石
礫
の
代
わ
り
に
通
常
の
土

嚢
を
使
い
強
度
が
期
待
で
き
る
か
県
農
業
事
務
所
の
進

入
路
で
試
験
施
工
を
行
っ
た
。

上
を
ト
ラ
ッ
ク
、
車
両
、
バ
イ
ク
等
が
通
行
し
て
も

問
題
が
な
く
、
相
当
な
耐
久
性
が
期
待
で
き
た
の
で
河

川
内
の
工
事
で
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

⑶
河
川
内
の
布
団
篭
利
用
の
試
験
施
工
（
写
真
︱
８
）

河
川
内
に
布
団
篭
に
大
型
土
嚢
と
組
み
合
せ
て
試
験

施
工
を
お
こ
な
っ
た
。
通
常
の
土
嚢
で
は
人
海
戦
術
で

労
働
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
土
嚢
袋
の
値
段
が

高
い
こ
と
か
ら
、
機
械
施
工
が
可
能
で
安
価
な
中
古
大

型
土
嚢
を
採
用
し
た
。
大
型
土
嚢
は
布
団
篭
に
丁
度
二

つ
入
る
寸
法
で
あ
り
、
良
好
な
施
工
性
が
得
ら
れ
た
。

大
型
土
嚢
の
上
部
は
密
閉
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
型
土
嚢
１
つ
に
つ
き
セ
メ
ン
ト
半
袋
を
土
砂
の
上
部

に
混
ぜ
込
み
土
砂
の
流
亡
防
止
と
し
た
。
流
木
、
土
砂

流
を
想
定
し
布
団
篭
上
部
及
び
側
面
に
モ
ル
タ
ル
を

塗
っ
た
。

写真―４　�導水を目的とする導水堤

写真―５　�堰上げを目的とする導水堤

写真―６　流される大型土嚢

写真―７　布団篭進入路完成

写真―８　布団篭試験施工
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こ
の
結
果
、
大
型
土
嚢
単
独
で
設
置
し
た
と
き
に
生

じ
た
、
転
が
り
や
土
砂
の
流
亡
が
解
消
さ
れ
た
。
し
か

し
、
河
川
の
勢
い
が
強
い
箇
所
で
は
、
布
団
篭
工
の
地

盤
の
土
砂
が
洗
掘
さ
れ
て
沈
下
あ
る
い
は
流
亡
に
つ
な

が
る
と
い
う
新
た
な
課
題
が
分
か
っ
た
。

⑷
地
盤
強
化
に
よ
る
布
団
篭
水
制
工
の
試
験
施
工

河
川
内
に
設
置
す
る
布
団
篭
の
耐
久
性
向
上
の
次
の

対
策
と
し
て
河
床
を
掘
削
し
、
布
団
篭
の
2
段
積
み
を

計
画
し
た
。
し
か
し
、
掘
削
後
、
排
水
に
失
敗
し
た
う

え
水
中
作
業
に
よ
る
布
団
篭
設
置
を
試
み
る
も
失
敗
し

た
。
代
替
策
と
し
て
、
大
型
土
嚢
に
土
砂
を
入
れ
た
状

態
で
２
列
に
埋
設
し
（
写
真
︱
９
）、
上
に
布
団
篭
を

設
置
し
た
。
ズ
レ
防
止
の
た
め
に
φ
16
㎜
の
鉄
筋
（
２

ｍ
）
を
布
団
篭
１
つ
に
つ
き
６
本
ア
ン
カ
ー
と
し
て
用

い
た
。
ま
た
、
石
礫
、
流
木
か
ら
の
防
護
と
し
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
表
面
を
固
め
た
（
写
真
︱
10
）。

こ
の
よ
う
な
対
策
に
よ
り
、
従
来
の
方
法
に
比
べ
て

投
入
が
増
え
た
も
の
の
耐
久
性
が
格
段
に
向
上
し
た
。

⑸
今
後
の
課
題
と
方
向

大
型
土
嚢
、
土
砂
を
利
用
し
た
布
団
篭
の
活
用
は
一

定
の
耐
久
性
、効
果
を
期
待
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
設
置
個
所
の
地
盤
が
堅
固
で
な
い
と
、
流
水

に
よ
り
沈
下
も
し
く
は
流
亡
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

も
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
盤
の
強
化
対

策
を
含
ん
だ
布
団
篭
の
沈
下
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
は
（
図
︱
５
）
に
示
す
よ
う
な
河
川
内
設
置

構
造
物
の
地
盤
対
策
の
強
化
（
大
型
土
嚢
な
ど
の
埋

設
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
保
護
な
ど
が
有
効
と
思

わ
れ
る
。

（
３
） 

取
水
方
法
の
改
善
を
目
的
と
し
た
取
水
口
及
び

制
水
工
の
試
験
施
工

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
取
水
流
速
が
速
く
な
い
と
水
は

取
れ
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
ト
混
じ
り
の
河

川
水
取
水
に
よ
り
土
砂
の
堆
積
を
助
長
し
て
い
る
。
ま

た
、
取
水
口
や
農
地
が
川
に
浸
食
さ
れ
て
お
り
、
年
々

河
川
敷
幅
が
広
く
な
り
蛇
行
の
範
囲
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
試
験
施
工
で
は
取
水
流
速
の
低
減
に
よ
る
土
砂

流
入
防
止
策
の
検
討
と
浸
食
防

止
対
策
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

土
砂
流
入
防
止
対
策
と
し
て

は
、
佐
賀
県
の
石
井
樋
の
象
の

鼻
、
天
狗
の
鼻
を
参
考
に
下
流

も
し
く
は
横
か
ら
取
水
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
河
川
内
で
流
速
を

低
下
さ
せ
、
粗
粒
分
の
流
入
を

阻
み
、
河
川
内
で
細
粒
分
の
沈
下
の
促
進
を
図
っ
た
。

ま
た
、
浸
食
防
止
と
し
て
は
取
水
口
に
水
制
工
の
機

能
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
下
流
の
堆
積
を
促
進
し
浸

食
防
止
を
図
っ
た
。

⑴
上
流
側
に
開
い
た
Ｌ
型
取
水
の
試
験
施
工

Ｌ
型
に
布
団
篭
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
取
水
口
基

礎
の
洗
掘
防
止
と
流
速
の
低
減
し
た
取
水
を
試
み
た

（
写
真
︱
11
～
13
）。
布
団
篭
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

堆
積
を
助
長
し
取
水
口
基
礎
の
洗
掘
防
止
を
図
っ
た
。　

布
団
篭
の
設
置
に
よ
っ
て
取
水
口
の
保
護
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
下
流
に
堆
積
が
生
じ
河
床
が
上

写真―９　地盤の改良

写真―10　布団篭コンクリート被覆

写真―11　洗掘される取水口

写真―12　洗掘防止工

写真―13　堆積により保護

図―５　試験施工イメージ図
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が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
洗
掘
が
進
ん
で
い
た
直
下
流
護

岸
の
浸
食
が
止
ま
っ
た
。

⑵
逆
L
型
取
水
口
設
置
（
写
真
︱
14
、
15
）

布
団
篭
で
河
川
横
断
方
向
に
４
ｍ
、
縦
断
方
向
に
６

ｍ
の
L
字
型
の
取
水
口
を
設
置
し
た
。
そ
の
目
的
は
石

井
樋
と
同
じ
く
細
粒
分
の
流
入
防
止
で
あ
る
。
ま
た
、

上
下
流
に
横
断
方
向
に
６
ｍ
の
水
制
工
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
流
速
の
低
減
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

堰
上
げ
効
果
が
十
分
で
は
な
く
、
下
流
側
水
制
工
を
長

く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

⑶ 

水
制
工
に
よ
る
取
水
口
の
試
験
施
工
（
写
真
︱
16
、17
）

取
水
口
の
上
下
流
に
10
ｍ
の
水
制
工
を
設
置
し
た
。

水
制
工
の
延
長
を
増
し
た
た
め
、
流
速
低
下
効
果
が
著

し
か
っ
た
。
水
制
工
の
間
は
静
水
状
態
と
な
り
、
堰
上

げ
効
果
も
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、取
水
流
速
が
０
・

４
ｍ
／
s  程
度
ま
で
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
。

⑷
今
後
の
課
題

流
速
を
落
と
し
て
も
取
水
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、

土
砂
流
入
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
地
元
の
関
係

者
に
理
解
し
て
も
ら
え
た
。
水
制
工
に
よ
る
取
水
が
有

効
で
あ
る
こ
と
も
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
耐
久
性
向
上
対
策
と
併
せ
て
試
験
施
工
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
適
切
な
手
法
と
し
て
確
立
で
き
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

（
４
）
試
験
施
工
の
評
価

地
元
の
行
政
や
農
民
か
ら
は
試
験
施
工
の
効
果
よ
り

も
試
験
施
工
の
対
応
の
速
さ
が
印
象
的
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
通
常
、
行
政
に
対
応
を
要
請
す
る
と
、
予
算
獲

得
か
ら
竣
工
ま
で
数
年
か
か
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ

る
。
し
か
し
、
試
験
施
工
は
最
短
２
週
間
、
長
く
て
も

数
カ
月
で
完
了
し
た
。
同
時
に
試
験
施
工
で
は
材
料
は

安
価
な
も
の
を
使
っ
て
お
り
相
手
国
政
府
が
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
損
壊

が
日
常
と
な
っ
て
い
る
。
河
川
護
岸
や
取
水
口
が
１
年

以
内
に
壊
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
施
工
次
第
で
は

１
／
１
０
０
程
度
の
費
用
で
同
程
度
の
耐
久
性
が
得
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
流
れ
や
河
床
変
動
が
激

し
い
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
河
川
で
は
永
久
構
造
物
よ
り
も

安
価
で
比
較
的
強
固
な
仮
設
構
造
物
の
活
用
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

６
．
最
後
に

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
経
験
は
大
き
く
二
つ
の
点
で
技
術

者
と
し
て
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

一
つ
目
は
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
、
自
ら
一
連
の
作

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
調
査
、

対
策
案
の
作
成
、
試
験
施
工
の
実
施
、
失
敗
、
改
善
策

の
検
討
、
実
施
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
Ｃ
／
Ｐ
職
員
と
共

に
実
施
し
た
。

二
つ
目
は
水
利
組
織
の
育
成
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
あ
る
。
水
利
組
合
、
水
利
組
織
の
設
立
、

育
成
は
国
際
協
力
の
分
野
で
は
力
点
が
置
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
に
伝
統
的
な
慣
習
と
向
き
合
い
、

土
地
改
良
区
に
あ
た
る
水
利
組
織
を
ど
の
よ
う
に
育
て

る
の
か
。
な
か
な
か
経
験
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
幸

運
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
何
ら

か
の
形
で
今
後
の
業
務
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

最
後
に
土
砂
の
堆
積
問
題
に
つ
い
て
途
方
に
暮
れ
て

い
た
中
で
、
農
村
工
学
研
究
所
高
木
強
治
博
士
、
Ｎ
Ｔ

Ｃ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
加
藤
俊
之
氏
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
。
お
か
げ
で
堆
積
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
水
利
組
織
、
農
民
対
応
で
は
足
立
久
美
子
専

門
家
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
部
外
者
に
は
通

常
明
か
さ
れ
な
い
よ
う
な
伝
統
的
慣
習
や
農
民
の
意
識

に
迫
り
、
農
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
水
管
理
体
制

の
提
案
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
え
た
の
は
足
立
氏

の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
ど
の
せ
い
ご
・

現 

東
海
農
政
局
設
計
課

元 

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
マ
ナ
ツ
ト
県
灌
漑
稲
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

フ
ェ
ー
ズ
２　

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
灌
漑
水
管
理

写真―14　農民参加で施工

写真―15　試験施工

写真―16　水制工による取水

写真―17　�水制工により堰上
げ効果


